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宮城県内外の
生活支援コーディネーターと
協議体の取り組みを発信
涌谷町のモデル地区で取り組みが始まった生活支援サービス「おたすけ隊」

令和３年度 宮城県生活支援コーディネーター養成研修　
全８プロブラム 延べ535人が受講
　本年度の宮城県生活支援コーディネーター養成研修は、基本の３研修と実践の５研修をオンライン方
式で開催し、延べ535人が受講しました（表１）。
　実践研修では毎回テーマに沿って、県内から生活支援コーディネーターや地域活動者、行政担当者を
講師に招き、実践発表を行ったあと、演習を通して意見交換を行いました。その取り組みの背景や着
想、苦労と工夫、手法とその後の展開、地域住民や関係機関との関係性ややりがいについて掘り下げ、
受講者からは「具体的で多くのヒントを得られた」「できることから取り組みたい」との感想が寄せられ
ました。

今
後
の
開
催
予
定

１．生活支援コーディネーター基礎研修①

２．生活支援コーディネーター基礎研修②

３．地域資源の発見の仕方・広げ方

11月

11月

1月

1月

2月

2月

2月

12月

4日

17日

13日

28日

4日

10日

25日

2日・10日・21日

79人

69人

81人

59人

56人

65人

55人

71人

１．地域福祉コーディネート基礎研修

２．協議体運営の工夫

３．地域資源の活かし方

４．現状分析・住民支援の手法検討会

５．情報交換会（県央・県南・県北）

表１. 令和３年度 宮城県生活支援コーディネーター養成研修 受講者数

基本研修

実践研修

人数日程研修名



　
涌
谷
町
は
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
を
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
、
10
人
の
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
ま
し
た
（
現
在

は
９
人
体
制
）
。
専
任
の
高
橋
里
花
さ
ん

を
は
じ
め
、
町
社
協
の
総
務
・
地
域
部

門
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
介
護
福
祉
士
も

任
に
あ
た
る
こ
と
で
、
事
業
へ
の
共
通
理

解
を
も
ち
地
域
資
源
を
共
有
・
活
用
す
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
町
担
当
者
と
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
情
報
共
有
会
議
は
、
２
か
月
に
１

度
開
催
さ
れ
、
「
Ａ
地
区
に
こ
ん
な
移
動

販
売
車
が
来
て
い
た
」
「
町
民
バ
ス
の
運

転
手
や
普
段
か
ら
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る

高
校
生
が
、
気
に
な
る
高
齢
者
の
情
報
を

知
っ
て
い
た
」
な
ど
、
日
常
業
務
で
得
た

気
づ
き
を
情
報
交
換
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
住
民
同
士
が
支
え
合
う
価
値
を
伝
え

る
た
め
に
、
町
社
協
の
広
報
誌
で
住
民
活

動
を
年
６
回
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
地
域
に
何
度

も
足
を
運
ん
で
一
緒
に
汗
を
か
き
、
『
ま

た
ご
ざ
い
ん
（
お
い
で
の
意
）
』
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
関
係
を
築
い
て
こ
そ
、
人
や

情
報
を
つ
な
ぎ
、
あ
ら
た
な
協
働
を
育
む

こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
柴
明
さ
ん
は
話
し

ま
す
。

　
町
社
協
が
２
０
１
７
年
２
月
及
び
９
月

に
開
い
た
「
地
域
支
援
事
業
を
考
え
る
研

修
会
」
に
は
、
毎
回
１
０
０
人
以
上
も
の

住
民
が
参
加
。
そ
の
機
運
を
も
っ
て
、
同

年
９
月
「
わ
く
や
地
域
ま
る
ご
と
会
議
」

と
名
付
け
た
１
層
協
議
体
が
発
足
し
ま
し

た
。

　
行
政
区
長
、
民
生
・
児
童
委
員
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、
医
療
・
福
祉
事
業
所
、

商
工
会
、
郵
便
局
、
民
間
企
業
、
協
同
組

合
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
町
社
協
な
ど
18
団

体
・
32
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員

は
、
「
見
守
り
活
動
」
「
集
い
の
場
」

「
生
活
支
援
」
の
３
分
科
会
に
分
か
れ
て

協
議
す
る
と
と
も
に
、
年
1
回
の
全
体
会

で
方
向
性
を
共
有
し
ま
す
。

　
当
初
、
分
科
会
で
円
座
に
な
り
話
し
合

い
を
始
め
て
も
、
無
言
に
な
る
時
間
が

あ
っ
た
た
め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
情

1
層
協
議
体
の
発
足
と
工
夫

会員の現場から
会員の現場から 2

協議体メンバーとともに
着実に育む地域づくり

　宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議会員である涌谷町社会福祉協議会地域福祉課長の柴明さんと、
生活支援コーディネーターの高橋里花さん。協議体を中心に、涌谷町の取り組みを紹介します。

涌谷町社会福祉協議会 
生活支援コーディネーターの皆さん。柴明さん（前列中央）と

高橋里花さん（前列右から２人目）

わくや地域まるごと会議

円座の分科会
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「誰もがその人らしく、安心して暮らすことができる
地域社会」を目指し、住民主体を活動の基盤とした
地域福祉活動、ボランティア活動の推進、福祉の啓
発活動などを行っています。あわせて、介護保険指
定事業者として訪問介護・訪問入浴介護・通所介
護・介護老人福祉施設・認知症対応型共同生活介
護・居宅介護支援や、障害者自立支援法の事業者と
して居宅介護、デイサービスといった介護サービス
事業も担います。

宮城県遠田郡涌谷町涌谷字新下町浦192　
涌谷町高齢者福祉総合施設「ゆうらいふ」内
TEL 0229-43-6661

社会福祉法人 
涌谷町社会福祉協議会

DATA す
。
実
際
に
、
協
議
体
で
は
こ
ん
な
意
見
が
出
て
い

ま
す
―
―
「
長
期
的
な
目
線
で
話
し
合
い
を
す
べ

き
」
「
福
祉
イ
コ
ー
ル
高
齢
者
と
考
え
が
ち
だ
が
、

子
ど
も
と
一
緒
の
ほ
う
が
継
続
性
も
あ
り
活
動
が
活

性
化
す
る
」
「
若
い
人
た
ち
も
同
年
代
の
つ
な
が

り
を
し
っ
か
り
と
作
る
べ
き
」
。

　
協
議
体
発
足
か
ら
５
年
、
名
称
の
と
お
り
、
涌
谷

町
の
未
来
を
ま
る
ご
と
考
え
る
場
に
育
っ
て
き
て
い

ま
す
。
新
年
度
は
、
既
存
の
会
を
２
層
・
３
層
協
議

体
と
し
て
位
置
づ
け
、
町
全
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化

を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
町
社
協
で
は
、
商
工
会
や
隣
接
す
る

美
里
町
と
と
も
に
、
買
い
物
な
ど
の
困
り
ご
と
に
対

応
す
る
商
店
を
掲
載
し
た
「
美
里
町
・
涌
谷
町 

暮
ら

し
の
安
心
見
守
り
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
工
夫
し
て
つ
な
が
り
支
え
合
う

地
域
活
動
を
冊
子
も
と
り
ま
と
め
て
町
内
に
配
布
し

て
い
ま
す
。
「
方
向
性
を
最
終
的
に
決
め
る
の
は
住

民
の
皆
さ
ん
。
そ
れ
が
住
民
主
体
。
そ
の
た
め
に
、

社
協
も
他
機
関
も
一
緒
に
な
っ
て
、
み
ん
な
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
に
近
づ
け
た
ら
」
（
柴
さ

ん
）
。

報
提
供
や
提
案
を
し
て
、
意
見
交
換
の
き
っ
か
け
を

つ
く
る
よ
う
に
工
夫
。
少
し
ず
つ
気
軽
な
雰
囲
気
に

な
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
「
私
た
ち
が
『
や
り
た
い
』
と
提
案
し
て

も
、
『
欲
張
る
な
』
『
ま
だ
早
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
』

と
た
し
な
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

地
域
の
実
情
を
よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
な
の
だ

と
思
い
ま
す
」
（
高
橋
さ
ん
）
。

　
ど
ん
な
話
し
合
い
に
な
る
か
は
毎
回
未
知
数
。
そ

ん
な
中
、
生
活
支
援
の
分
科
会
で
、
「
移
動
の
問
題

に
は
、
利
用
の
少
な
い
町
民
バ
ス
を
う
ま
く
活
用
で

き
な
い
か
」
と
い
う
意
見
が
出
て
、
手
分
け
を
し
て

全
路
線
に
体
験
乗
車
を
し
て
み
る
こ
と
に
。
初
め
て

バ
ス
を
利
用
す
る
委
員
も
多
く
、
「
バ
ス
停
の
時
刻

表
の
文
字
が
小
さ
く
て
読
め
な
い
」
「
ど
こ
に
行
け

る
の
か
、
路
線
図
が
読
み
解
け
な
い
」
と
い
う
利
用

者
目
線
の
思
い
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、

個
々
の
行
き
た
い
場
所
に
応
じ
た
「
マ
イ
時
刻
表
」

が
あ
れ
ば
、
バ
ス
の
利
用
促
進
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。
委
員
の
企
業
Ｏ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
が
得
意
な
パ

ソ
コ
ン
技
術
で
「
マ
イ
時
刻
表
」
の
作
成
を
担
い
始

め
た
と
こ
ろ
、
希
望
者
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
経
由
で
の
依

頼
が
増
加
。
町
民
バ
ス
を
所
管
す
る
町
企
画
財
政
課

か
ら
「
行
政
で
は
で
き
な
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
い
た
だ

き
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
い
る
」
と
の
評
価
を

得
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
ほ
か
の
分
科
会
も
自
ら
動

き
考
え
る
協
議
体
へ
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
ま
す

（
表
２
）
。
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る
前
に
、

町
民
バ
ス
や
企
業
Ｏ
Ｂ
な
ど
既
存
の
資
源
に
目
を
向

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
で
カ
バ
ー
し
合
う
視
点

も
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
対
象
を
高
齢
者

に
限
定
し
な
い
」
と
い
う
考
え
方
も
共
有
し
て
い
ま

自
ら
動
き
考
え
る
協
議
体
へ

マイ時刻表づくりの周知チラシ（生活支援分科会）

おらほの支え合い企業の発掘・登録
（生活支援分科会）

ベンチを作製し、バス停に設置へ
（集いの場分科会）

ウォーキングしながら
見守る人材の育成
（見守り活動分科会）

表２. 「わくや地域まるごと会議」３分科会の動き見守り活動
集いの場

〇おらほの支えあいマップ“わくや“
　（町内39行政区の災害時～平時マップの更新）
〇行政区ごと「あんしん連絡カード」の作成及び普及促進
〇見守り活動に協力する人材の育成
　（ウォーキングしながら見守る人材育成）
〇涌谷町ながら見守りネットワークの構築
　（例：商売しながら見守るお店）

〇誰でも気軽に参加できる常設型の集いの場づくり
　（状況が変わり、実施を見合わせ）
〇コロナ禍における集いの場支援
　（活動再開マニュアル作成・感染対策物品の貸出等）
〇おらほのベンチ作製ワークショップ
　⇒おらほのベンチ設置事業へ

生活支援

〇おらほの支えあい企業（商店等の登録：現在 33事業所）⇒移動販売車による拠点販売へ
〇町民バスに乗ろう！プロジェクト⇒「マイ時刻表」の作成・移動支援へ
〇モデル地区での有償ボランティア「おたすけ隊」の立ち上げ支援
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〈1月27日〉

〈2月24日〉

住み慣れた地域で暮らし続けるためのお宝探し情報紙

バックナンバーがホームページで読めます   http://www.clc-japan.com/sasaeai_m/

宮城県地域支え合い・
生活支援推進連絡会議事務局
（宮城県社会福祉協議会）
〈2022年1～3月期〉

地域支え合い報告会を開催（名取市）

　名取市では、地域の支え合いを共有し、各
地区における支え合いのさらなる活性化を目
的に、「令和３年度地域支え合い報告会」を
１月27日に名取市文化会館で開催。地域住民
や、市長をはじめとする市担当課からの参加
もあり、133人が集まりました。
　講演では、東北こども福祉専門学院副学院
長の大坂純さんが、フレイルの３要素である
「社会的」「精神的」「身体的」要素をコロ
ナ禍で加速させないためにも、人と交流をも
ち社会参加をすることが重要であることを解
説。続く活動発表では、１層生活支援コー
ディネーターの菊地紗徒子さんの進行のも
と、下増田・愛島・ゆりが丘・名取が丘の４
地区の活動団体が、２層生活支援コーディ
ネーターとともに取り組みを報告しました。
コロナ禍でも工夫して活動を継続している地
域の居場所や、食事を通じた多世代のつなが
りを聞き、市長の山田司郎さんは「前向きに

活動し、人と人とのつながりが芽生えてい
る。地域づくりにつながっている」と評価。
会場内では、地域の支え合い活動のパネル展
示も行われました。
　対面集合型での開催にあたり感染対策とし
て、参加は事前申込制とし、手指消毒・マス
ク着用・入口で検温を行い、座席は１座ずつ
空けて着席するとともに、どの座席に誰が
座ったかを把握するために、座席には名前を
記載する紙が貼られ、それを帰りに提出いた
だき記録するなどの手法がとられました。ク
ラスター発生の報告はありません。詳しい感
染対策を知りたい方は、事務局までお問い合
わせください。

市町村伴走型支援モデル事業成果報告会を開催
　２月24日にWEB開催した宮城県地域支え合い・生活支援
推進連絡会議では、今年度の市町村伴走型支援モデル事業
成果報告会を行い、県内の市町村職員や生活支援コーディ
ネーターなど63人の参加を得ました。
　冒頭、県保健福祉部長寿社会政策課が本事業について、
第８期みやぎ高齢者元気プランに基づき、介護予防・生活
支援の充実に向けて不安をもつ市町村に対して、連絡会議
の有識者や県が実情に応じた支援を行う事業であることを
説明。続いて、今年度初めてモデル事業に取り組んだ白石
市、丸森町、および2年目の栗原市、美里町の計４市町の担

当者が、それぞれの経過と成果を報告しました。
　前者からは、「関係者と取り組みを合意形成していくた
めに、今年度は役割の明確化と、地域の事例収集を進め
た。今後は２層の地域住民とも共有認識を図りたい」「自
治体担当者、1層・２層コーディネーターの３者が課題に
思っていることにバラつきがあったため、地域の状況を出
し合い、整理して、それぞれのやるべきことを再確認して
いく」。後者からは「１層２層の関係者と目線合わせを行
い、課題だった１層協議体の役割が共有できたので、今後
は活発化を図りたい」「事業ありきで打ち合わせをしてい
たと気づいた。現状や目的、手段を関連づけて、関係者の
意識統一を考えながら、他事業や他部署との連携も意識
するようになった」との発表がありました。
　モデル事業を通じて、地域住民がありたい姿に近づく
ためには、自分の職務を理解したうえで多機関と連携し、
情報共有を図ることが不可欠であることを実感する声が
多く、連絡会議会員からはエールを送るコメントが寄せら
れました。


